
      

①
公
明
党
議
員
会 

②
閑
馬
町
１
０
０
１ 

③(

65)

１
７
２
９ 

④
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
災
害
復
旧
工

事
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
更

な
る
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の
整

備
や
保
育
・
教
育
環
境
の
充
実
・
変

革
等
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
医

療
・
福
祉
の
充
実
等
も
課
題
で
あ
り

ま
す
。
私
は
、
今
後
も
市
民
生
活
の

向
上
の
た
め
に
、
皆
様
お
一
人
お
一

人
の
「
声
」
を
市
政
に
お
届
け
し
、

佐
野
市
の
良
き
次
代
を
築
く
た
め
に
、

全
力
で
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

      

①
新
風 

②
浅
沼
町
８
３
１-

１ 

③(

21)

２
８
４
２ 

④
本
市
は
、
一
昨
年
の
東
日
本
台
風

の
復
興
道
半
ば
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
経
済
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
負
い
ま
し
た
。
い
つ
収
束

す
る
か
わ
か
ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
対
策
強
化
と
経
済
支
援
、

そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
希

望
を
も
て
る
環
境
作
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
経
済
が
苦
し
い
と
き
は
、

立
場
の
弱
い
人
に
し
わ
寄
せ
が
き
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い

よ
う
、
幅
広
く
ご
意
見
を
聞
き
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

      

①
会
派
に
属
さ
な
い
議
員 

②
天
神
町
７
２
０ 

③(

23)

３
９
１
１ 

④
東
日
本
台
風
の
復
旧
復
興
が
着
実

に
進
む
中
、
本
市
に
お
い
て
も
昨
年

か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ

り
様
々
な
分
野
に
多
大
な
影
響
を
受

け
続
け
て
い
ま
す
。 

 

本
年
は
特
に
佐
野
市
で
出
来
る
独

自
の
感
染
症
対
策
や
、
経
済
の
立
て

直

し

は

も

と

よ

り

、

教

育

・

子

育

て
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
分
野

に
対
し
て
コ
ロ
ナ
禍
が
及
ぼ
す
影
響

を
低
減
さ
せ
る
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
い
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
構
築
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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